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抗酸性菌の分類に関する研究
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抗酸 性菌の中で結核菌は,そ の特異な細菌学的諸性状

によ り独立の属 をな してい るが,広 く自然界 に存在す る

いわφる非病原性抗酸菌 については,古 くから研究が重

ねられて来た にかかわらず1)-12)い まだ適切な分類の方

法が見出され ていない。私 は,前5編13-17)の 報 告にお

いて,こ れ らの抗酸菌 について諸種抗結核剤に対す る感
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受性な らびに耐性獲得 の状態,テ ルル酸塩 に対す る態度,

耐熱性,抗 煮沸性,諸 種の酵素作用,各 種培地における

発育の状況等 を観察 し,こ れ らの諸性 伏の間の関係 を述

べて来 たが,本 報では以上 の所見を総括 して本菌群 を分

類す る際の基礎 とな る性状 について考察 を試みた。

1)抗 酸性菌 の諸性状間における関係
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A)各 種性状の間の量 的関

係

第1図A)は,互 いに順相

関関係の認 められた性伏を示

した もので,縦 軸 と横軸にそ

れ ぞれの性状をその強弱 に従

つて排列 し,各 性状間の関係

の緊密度を直線 の傾斜 の強 さ

に よつ て表わ している。図 に

示す如 く,相 互の関係 の最 も

緊密 な性状は,原 株 のINAH

感受性 とINAH耐 性 上昇度

お よび原株のSM感 受性 と

SM耐 性 上昇度 とであ り,

いずれ も原株 の感受性が強い

菌株程その薬剤 に対 して高箋

の耐性を獲得 し易 い。次 にこ

れ よ りやや軽 度 で あ る が,

DubOs培 地 における コ ー ド

形成の程度お よびINAHに

対す る耐性上昇度 と耐熱性 と

の間にそれ ぞれ特定の関係が

み られ,強 い コー ド状排列を

示す菌株 およびINAHに 対

して耐性 とな り易 い菌株 はい

ずれ も耐熱性 が高 い◎ さらに

原株のINAH;こ 対す る感受

性の強い菌株 は,耐 熱性 もま

た高い傾 向が認め られ るっ こ

の ように抗酸菌 においては,
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温熱に対 する抵抗性 が他 の多 くの性状に対 し,特 異 な関

係を有することか ら,本 菌群 の分類上有力な因子 の一つ

であ ると考 えられ る。 またINAH感 受性 とINAH耐

性上昇度 との間 に密接な関係があ り,か つ 耐熱性 とIN

AH感 受性 お よび耐性上昇度 との間 において もそれ ぞれ

特定の関係が認 められたに もかかわ らず,SMの 場 合に

は このよ うな関 係が全 くみ られ ない点 よ り,本 菌群 に対

す るSMとINAHの 作用機序がそれ ぞれ ことな るもの

と想像 され る◎次 に逆相関の認 められ た性状 について 黛

あ るが,図1B)に 示す通 り,相 互 の関係が最 も緊密 な

ものはテルル酸加里 感受性 と砺撚 性で,次 で コー ド形成

とカ タラーゼ作用,お よびカタラーゼ作用 と耐熱性 とで

ある。すなわ ち耐熱性の強 い菌株程 テルル酸塩 に対 して

感受性が低 く,強 いコー ド形成 をあ らわす菌株 はカ タラ

ーゼ作用が弱い◎ さらに これ よりやや軽度 であるが,耐

熱性 の強い菌株程 カ タラーゼ作用が弱い傾 向がある。 テ

ルル酸加里については前編14)で詳述 した通 り,Coper18)

Fig.2Relationsbetweenseveralbacteriologicalcharacte】 【gandcolonial

growthcharactersofaci.d-fastbacteriaonsolidandinfluidmedia
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が 化学療法剤 と しての価 値を研究 し,結 核菌が本剤を還

元 す ることを報告 してか ら種 々の細菌学的研究が行われ

てい る。特に林19)20),内 藤2Dは,本 剤 を用 いて結核菌

と非病原性抗酸菌の鑑別が可能 であ ることを明 らかにし

てい るが,さ らに私 の実験か ら自然界抗酸菌は,本 剤に

対す る感受性 によつてお よそ4つ の群 に分けられ,他 の

2,3の 性状 との間 に密接な関係のあることを知つた。

また 自然界抗 酸菌 のカタ ラーゼ作用 と耐熱性 との間 に一

定の関係がみられ たことは,従 来本菌群 の酵素作用が主

として結核菌 との鑑別 とい う観点か ら論 じられ ていた こ

とか らして,甚 だ興味深 い現象 と思われ る◎ こ の 問 題

につ いてEdwards22)等 は,B.mycoides,B.cereus,

B.alveiお よびB。subtilis等 計104種 の細菌における最

高発育温度 とIndo-phenoloxidase,Catalase,Succino-

dehydrOgenaseが 不活性化 され る最低 温度を測定 し,

菌の耐熱性 と呼吸酵素 との間 に 密 接 な 関係のあること

を報告 しているが,抗 酸 菌においても上述の如 き成績が

み られた ことは,カ タラーゼ

作用 は,前 述の耐熱性 と共に

本菌群 を分類す る上 に有力な

指標 になるもの と思 われる。
resistanceB)質 的性状 と量的性状 と

の関係

S●ao雛v猛y前 頚 では,各 性状について

測定 した値 の量的関係を述べ

ydrogensseacti▼1tyた が,次 に2,3の 性状の属

性 と量的関 係について考察 し

たい◎すなわ ち前項 で述べた

如 く,全 菌群を4種 の色調に

分け,こ れ と他の諸性状 との

関係を観察 した ところ第2図

A)お よびB)に 示す成績を

得た。す なわ ちSMに 対す

る感受性お よびSM耐 性上

昇度,カ タラーゼ作用および

テルル酸 加里感受性 とコロニ

ーの色調 との間 に,そ れぞれ

の関連性が認め られた。

まずSMに 対す る耐性上昇

度であるが,同 図A)に 示す

ように紅色系では本剤 に対 し

て耐性を得難 く,白 色系では

得易 く,黄 燈色 系では両者の

申間 に位 してい る。また カタ
＼Jeラ ーゼ作用は,着 色系におい

て,紅,燈,黄 色の順 で階段

的 に増強す る傾 向がみ られ,

次 に脱水素酵素作 用 との関係
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は,着 色系株 にはこの作用を欠 くものが多いが,白 色系

では大多数が この酵素を保有 してお り,こ れを欠 くもの

は前者 に比べて著 しくす くな く,こ の傾 向は號珀酸脱水

素酵素 において特 に著明 であ る。また同図B)に 示す如

く,SMに 対す る感受性 は,紅 色系では極 めて強 く,以

下,燈,黄,白 の順 に漸次弱 くな るが,テ ルル酸加里感

受性においてもほぼ同様 の傾 向がみ られ る・以 上 の 如

く,SM感 受性 ならびにその耐性上昇度,カ タラーゼ作

用,脱 水素酵素作用,お よびテルル酸 塩に対す る態度 が

コロニーの色調に より,・おおむね,紅,燈,黄,白 色系の

順序で階段的 に変化す る傾 向がみ られ,特 に紅色系 と白

色系では,こ れ らの性状 が著 しく相反的であることは,

従来,本 菌群 の分類が コロニーの色調を基準 として行 わ

れて来た理 由を さらに強化す るもの と思われ,ぴ`色 調に

丈る分類法,,に 新たな意義 を加 えた もの と考 えられ る◎

また,細 菌 の産生 す る色素 と呼吸酵素 との関係 につ いて

は多 くの研究があ るが 認)%)抗 酸 菌において コロニーの

色調 とカタラーゼ作用お よび脱水素酵素作用 との問に見

出された関係 は,こ の点において興味あ る所 見 と思 う。

次にKirc㎞er培 地 における発育状態を管底 発育,菌

膜形成,お よび平等濯濁 の3群 に大別 して他の諸 性状 と

の関係を観察 した結果,SM感 受性 との間 に同図Cに 示

す如き関係が認 められた◎すなわ ち本培地で渥濁発育す

る菌株は,SMに 対 して感受性が強 く,か つ発育阻止濃

度の幅は狭いが,菌 膜を形成する菌株では感受 性の弱 い

ものが増加す るため に,阻 止濃 度の幅が拡大 し,管 底発

育を営む菌株 は,感 受性の弱い ものが さらに多 くなる結

果,発 育 阻止濃度(感 受性)の 幅は著 しく増 大 して い

る。

以上は,本 菌群 を大局的 に観察 して,性 状 と性状 との

間に特異な関連のあるものを総括 した ものであ るが,次

に,始 めに特定の性状を基準 として分類 した場 合,そ の

他の性状 の間に如何 なる関係があ るかを観察 した と こ

ろ,次 の如 き興味あ る成績 を得 た◎

1)岡 ・片倉培地 におけ るコロニーの色調を基準 とし

た分類

まずSM感 受性についてみ ると,着 色系では感受性 の

高い菌株が圧倒的に多 いが,白 色系では中等度の ものが

大多数を占めている。 しか し 】:NAH感 受性は黄色系に

おいて高 率な他,コ ロニーの色調 との聞 に特 に関係は認

め難 い。次 にSMに 対す る耐性上昇度を比較す ると,白

色系では上昇度が一般 に低 いが,一樫,紅 色系 では高い耐

性を獲得するものが多 く,特 に紅色系において極めて顕

著であつて,こ の点 白色系 と著 しい差 異を示 している。

これ に対 しINAH耐 性上昇度はいずれの群 においても

低 く,各 群に共通 の性状 と思われ る◎

次 に酵素作 用を比較す ると,乳 酸脱水素酵素は各群 を

通じて中等度以上の強 さを有す る菌株 が多 く,共 通の性

状 であ るが,號 珀酸脱水素酵素 とカタラーゼは,白 色系

では弱 い菌株 が多いに反 し,着 色系では→ 没に強 いもの

が多 く(た だ し紅色 系のカタ ラーゼは例外 である)こ の

点においても白色系 と着色系 とは,か な りことなるよ う

である。耐熱性お よび抗煮沸性は各群 共中等度以下の も

のが大 多数 を占めてお り,コ ロニーの色調 とは関連がな

い。次 にテルル酸加里 に対す る感受性を高群(1%お よ

び2%の 濃度 で発育が阻止 され るもの)と 低群(3%お

よび4%の 濃度で発育が阻止 され るもの)の2群 に分 け

て観察する と,白 色系では,大 多数 の菌株 は低群 に属 し

ているが,着 色系 では高群が多 く,特 に燈色 お よび紅色

系 ではほ とん どすべ ての菌株 は著 しく感受性が高 く,白

色系 とは相反的であ る◎ しか しKirch簸er培 地 における

発育状況では,い ずれの群 で も管底発育を営む ものが大

部分を占めてお り,色 調 との間に特 に関係 はない。従来,

細菌の生活過程 に産生 され る色素 は,細 菌学者の興昧潔

い研究対象 として種 々の業績 が残 され ているが23)～27)こ

れ を分類に応 用 した好適例 と してRosenbach28)Passet29)

の研究があ る。氏等 は,固 型培地における コロニーの蟻

生色素を基 準 として葡萄状球菌分類の基礎 を確立 してい

る。 しか し自然界抗酸菌 においては,集 落 の色調の性状

が種 々雑多であ り,か つ その変異性 も合 せ考 えると,こ

れを基準 と して分類す ることは,他 の色素産生細菌に比

し遙かに困難 である。

Frey&Hagan30)は,土 壌か ら分離 した抗酸菌 を コ

ロニーの色調 および発育状 況によつて分類 し,戸 田 。占

部31)は,自 然界抗 酸菌 を暫定的 にコロニーの色 調 に よ

つて分類す ることが便利 である と述べ,さ らに佐藤 。井

田5)は,本 菌群 のコロニーの色調をB・C・C・S・(The

BritischcolourCoumcilDictionaryofcolourstand-

ards)を 基準 と して詳細 に観察 し分類を試みている◎ し

か しこれ らの研究では,コ ロニーの色調 と他性状 との関

連性については深 く追究 していないので,分 類の紬菌学

的根拠が浅 いよ うに思 われ る。 これ に対 し,草 場3)は,

カタラーゼ作用の強い菌株 は,す ぺ て燈色系に属す ると

云 う極めて興味 ある報告を行つているが,上 述 の私の成

績を総括 する と,INAH耐 性 度,乳 酸脱 水素酵素作羽,

耐熱性,抗 煮沸性,コ ー ド形成お よびKirchner培 地に

お ける発育状態 の点 では,各 群 共,認 ロニーの色調 に関

せず同 じ性状 を示 してい るが,SM耐 性度,號 珀酸脱水

素酵i素,カ タラー・・ti',テルル酸加里感受性 につ いては,

白色系菌株 と着色 系菌株 の間 に相反す る性状が認 められ

るこ とよ り,抗 酸菌 の分類上,白 色系は,独 自の群 と し

て取扱 うのが適切 な ように思われ る◎なお各種 の酵素作

用,i薬 剤 に対す る態度,熱 および テルル塩に対 する態度

等の相互的関係が,抗 酸菌の コロニーの色調 によつてお

のおのこ とな ることは,興 味 あることと思 う。

2)耐 熱性 による分類

一一一23-一



日
了
潜
げ
一
㊦

WhiteYe11◎w

一U
旨

σq

の
g

ω
三

≦

な

o
奮

ω
窪

8

け㎞9

9

9・
。
寧

州鐘

冨

9

。
旨

9。
。
8

巳

葺

け。

岳
。

8

§

け§

。

。
臨

8

一§

繭。
の

σ。
3

毒

§

o
訂

象

慕

葬

霞

簿
器

a
欝

OrangePink

窪

σ§
慶

ζ

o
臼
暮

o

卜
o
≦

露

¢q
ゲ

】≦
o
α
㌶
けO

ピ
o
≦

震

αq
げ

]≦
0
9
節
8

ド
o
≦

工
凝
ず

]≦
o
臼
簿

O

H
O
≦

;ω
Niζ

一

お

一

H お鉢ごO旨O日らδ
OOIH

HZ
>
工

℃
〉
ω

嵩

　

6im:o

 

ωさ⇔q卜δ凱Oeol癖

戸μ
劇

μ
O刈Qo

U
2

σq
器

ω
翼

碧

8

t・。llll

一
Z
}
匡

O

り

員

嵩

目

疇

O

b⇔①◎◎Hω卜o
OHO

ω日
心の

Oω㊤μ◎ゆ嵩

U
①
ξ

砕

o
σq
o
慧

の
o

ω
¢
o
o
駒三

〇

驚
O
達

劇窃目鴫窃μ◎ゆOH癖OH

　
貯

o
怠
o

幾
O
箆

cゆ窃α①qb⇔ω5δO⑦刈郎δ

O
鎖δ
鼠

冨
の
o

窃◎◎OOOOα0HHO目

餓 ぴo

籠§
な ♀

α
羅 蛋
2、躍 偵蒔
{ゆ擁oo
画 嚢嚢 ω≦

.滞 嘗

¢ ヨ一

触

心
鶏℃98

一,9■ 嚇6

oω
昌

瓶轟

謬
暢

qo

昌

◎◎

Qo

O

日
⑦

日
O

　

。

一

。

。。

◎oi①

 

ω

ω

継

H
塾o

⇔

懸

O

α

H

H
O

H

ω

もδ

継

μ

O

鵠

刈

蟻

日

bδ
H

◎ゆ

O

μ
ω

O

◎◎

刈

O

O

⇔

Hlω

 

ωHωHω嗣

心δωlai置

 

O◎o円Obδ6i9}A

"

宍
マ
o
ゲ
昌
o
㌧
ω

ヨ
巴

建
ヨ】

O

しv:iζ 葬臼

li

副 ω ゆ

 

ζζbσ

春δ『lo

」

一忽

ω{さ δalωiお

 

ぎ

け
冨

8

ε
ヨ
類

o
h
ぴ
8

籠

鋤
蔓

楠Ω
§

醗

目
1ー
ド
o
養

ω
ーー
ω
ぎ

旨

H
n

H賃
譜

巳
錠

H瞬二

冨

8

一§

旨

o
端
器

言

巨

o
㌧
の
ヨ
9

凶§

簿
㎞
し◎
ーー
し屡
9

8
ヨ

窪疑
3

§

ぴ

↓
1ー
↓
霞

ぴ
筐

o§
縁
o
§

ず

】≦
11
ζ
¢
§

器

塙o
§

蚤
鐵
o
昼

58δ



餅

弓
瀞
げ
一
④

沁

O
一
餌
の
ω
篇
瞬O
跨
銘
O
昌

O
惰

鑓
O
廟α
ー
貯

の
紳

び
鑓
O
け
O
ユ
簿

鑓
O
O
O
機
缶
尚
δ
蓼陰

齢
O

鈴
ず
O

け
ず
O
械
影

O
の
幡
簿
ぴ
画
一
詳
矯
●

U
触
轟

ω
の
昌
の
#
h〈
#
矯

】)
塊
賃
σq

触
の
の
幽の
け
鑓
昌
O
O

ω
】≦

H羅

出

勺
》
ω

q◎
】≦

一2
》
匡

】)
Φ
ケ
矯
費

O
σ唾
O
昌
鑓
qゆ
O

ω
¢
O
O
箇
δ
一
〇

][
麟
O
け
凶
O

鶴
O
一
α

簿
O
凶
島

勺
◎
仲
鋤
の
の
圃麟
諺

。
餌
砕麟
一鋤
の
。
蕊
羅

多

寓
碍
ず

b◇

継

O

もφ

一

H

O

H

》

ン
麟
O
O
一跨
け
O

藤

O

O

円

ω

μ

ω

◎o

ド
O
薯

H

Qo

もの

継

剃

一

繕

さδ

劇

α

切

卜o

≦

ζ
巴簗

⑦

工

お●げ

一

o 目 δ

α

一 一

6

ω 日

o o

① " 峯

δ 話 一

o ◎o 刈

ω ◎◎ o

冨 誌 窃

鱒
O

O

工
碍
ケ

b⇔
①

昌
O

(
)

ζ

O
創
楠鑓
け
O

"

O

H
o
≦

　

日
さφ

目
O

μ
O

μ
◇ゆ

H
切

昏◎
朝

昌お

α

窃

"
吐

O

置

μ
O

昏δ
O

窃

qゆ

q

O

O
o
戦
鎌

粘
O
さ
3
㌣鉱

O
δ

切H戸"日
塾の

◎o◎◎◎◎μO

勺
機
o
δ

　触
⑦
鎗
O
幹
幽
O
昌

　一

〇ω癖ΦH
Oo

H
OO◎oさ二

〇

一W
鈴
O
=
一轟昌
円
鴇

h
O
誉
3
ω

ωHの
9

Hω図

日q一熱δ置μ
ω刈塾δ

目⑦

宍

幽擁
O
ぎ

O
擁
矯
ω
(
)
源
瀞
ー
ズ
£ρ
齢
飴
岸
¢
畢

ヨ

O
鳥
一
麟
§

舷
旬

§

⑦
傷
一環
ヨ

ζ竃じσ蜜

OO昌
ひ◎
O

心の臓
bの
窃切心

ミ

qO

O

昌一崔ω卜◎

φ

μ
ω

≦

O

O

Stlol誌

 

一
昌

仲
ゲ
o

一
コ

鈴
7
0

H
営

δ
プ
O

O
O
ぎ

ヨ
5

0
0
一
窪
8
5

0
0
一
窪
ヨ
5

oook蟻 繍

ぴ
角
O
一に
舞

矯

塙
O
縁
ヨ

の
勒
　[
H

一
もO
δ
¢§

ω
翻

ω
ゲ
O
縁
⇔

H
"

H
昌
・O

ぴ嘩
鎧
一鑓
増

}
〈
一縁
◎
プ
鋤
O
婦
鱒g陰

ヨ

O
α
酌窪
ヨ

㎞

し◎
H

切
O
け
け
O
葺

ぴ登
触
O
≦
け
ゲ

弓

勲

↓
鑑
隊
ぴ
凶貸

σ礎
場
O
≦

け
プ

7
{
"

7
角
O
昌
りぴ
噌
螢
鋤
O

O
犀
簿
-
}
(
鐵
雷

搾
e
弓
鎖

ヨ

Φ
象
震
ヨ

恥

♂<
π

d
<
ず
答
O

磯

㍑

鴫
O
一
一〇
妻

O

n

O
触
拶
昌
σ嘩
O

》
ー-

℃
凶舞
労

h
O
触
§

潜
↑
凶O
昌

一
25



棚

ゆ

.弓
拶
ず
一
①

ω

O
冨

の
ω
廟凱
O
効
謡
O
ロ

O
h
節
O
達

漏
鎖
oo
幹
ぴ
額◎
0
紳
O
触
す

Ω自
O
O
O
N
山
貯

αq

仲
O

紳
ず
O

勺
機
O
δ

搬
⑦
鎖
O
寓
O
昌

】)
冠
轟

の
O
口
ω
幽
銘
く
審
矯

d
巨

¢q

桟
0
ω
ぼ
⇔
鈴
コ
O
O

】)
O
ず
矯
脅

O
窃q
O
昌
9ρ
ω
O

ω
】≦

}
Z
》
寓

℃
》
ω

の
】≦

HZ
》
=

ω
口
0
6
凶
昌
幽O

貯

O
鉱
O

鑓
O
{
自

潜
O
凶α

O
簿
仲
麟
一麟
ω
①

」
、

翻
巽

欝
繋
穿
講
砕諺

講
鵜
・・

丙
{
縁
O
げ
コ
O
村
噂
o陰
()
困
(
麟
ー
民
9δ
欝

搾
二
`

目

O
傷
剛§

『
簿

ヨ
O
幽
簡億
舅

】

≦⑦

島簿

8

工

麟'
げ

ぎ
妻

蜜
巴
韓
o

匡
碍
ず

刈 嵩 o 哨 α

Q◎ δ 朝 躯 ◎◎

o o " o o

o ぱ 心 ◎◎ 朝

刈 ヲ ◎◎ 継 o

戯 o さδ bの 戯

o ◎o o ◎6 o

お

国

o

一

窃

胃

戯 もo

一
〇罷 ω o

-

①

嵩

一

ω o

◎◎ α 亦o の ω

ω け
慨

一 qo ピ

♂ ひ⇔

一

日 樋 駆

→ 切 冨1
}

o

→ 切
　-

鱒 ・

P

ぱ

}

H コ

。糧
」

署

禰一

i℃ o

▼

畷 ≦

tglζ ◎1劇AlもOloolもo

 

ド
o
箋

O

窃

日
O

継

昌
臓

喝

Qゆ

α

◎o

"

目
O

H

⑦

ζ

c◎

聾

α脅
ず

さo
◎ゆ

ひ◇
bδ

O

μ
Qo

昌

◎o

㊤

コ

戯

8

日
もδ

O

】≦
O
自
冨
酔
O

O

bφ

昌

戯

O

窃

μ
O

H
ω

日
O

刈

ω

H
O
≦
・

b◇

H
O

ミ

日
熱o

bの
蔭

H
O

窃

μO

鱒
O

ぱ

μ
らの

H

癖

ミ

嵩

劇

Ol副 ≦

orio{i引A

 

、
一
ω

ζ

ω

㊤

一 一 嗣
昌b:

鈴
ず
O

O
O
一¢
§

謬

O
瓶

け
ず
O

◎
O
一自
導

◎
h

け
ゲ
O
O
O
一
鋸
§

C
、

ぴ
鋤
O
廟
一一
鑓
裡
繁

楠
O
織
資

の
㎞
㌍
-ー

ピ
O
昌
澱

ω
儲

ω
ゴ
O
構
貯

}
蛙

回
羅

O
騎
鎧
一
簿
塊

囚
岸

O
プ
羅
O
触
矧の

導

O
山
一ロ
ヨ

㎞
⇔◎

"
b◎
O
暮

O
ヨ

3霞
触
O
1<
⇔
7

弓

ー-

↓
¢
理
ぴ
楠幽

窪窺
場
O
宅

酔ゴ

○
閑

鎗
-
図
鋤
榊巴
《
賃
塊
鶏

灘
漣
Φ
島

§

嚇
♂
<
n

≦
N
7
詳
O

網
軒

網
O
一
一〇
≦

0

1-

O
弓
碧
θ
σq
O

ソ
R
"
〉
繕
⑦
ヨ

ぴ
縁
餌
雛
O

馬
O
塊
ヨ

鉛
辟
幽O
昌

勺
"

忙
汐

翻

◎

26-・ 一



589

次に被検菌を耐熱性 の強弱 によ り,A(70。C以 上10

分間の加熱 で死滅す るもの)B(65。C10分 間)C(60。C

以 刊0分 間)の3群 に分け,各 群 について前項 と同様に

各種の性状な らびにその相互 的関係を観察する と第2表

の如 くである◎ まず各種薬剤 に対す る感受性 についてみ

ると,SM・INAHの 場合 では一般 に感受性 の強い菌

株が多 く,特 にSMで はC群 に,INAHで はB群 にこ

の傾向が著明である(し か しSMのA群 では中等度の

感受性 を有す る菌株がやや多 くなつ てい る。)これ に対 し

PASに 対 しては各群 を通 じ感受性 の弱 い菌株が著 しく多

く,こ れ と耐熱性 との間に関係はない。すなわちINAH

SMに 対す る感受性は,各 群菌株共に高 く,PASで は

低 く,こ れ らは各群に共通 の性状 と認め られ る。一方耐

性上昇度 との関係をみ ると,A群 では,SMに 対 し耐性

上昇度の低い菌株が多 く,B,C群 では,高 い耐牲を獲

得する菌株が比較的高率 を示 し,A群 とC群 とは相反的

であ るが,こ のよ うな関係 はINAHで は認 め ら れ な

い◎

さらに興昧 あることは,酵 素作用 との関係 であ る。す

なわちA群 には乳酸お よび琉珀酸脱水素酵素作用お よび

カタラーゼ作用共に中等度以下の強 さの菌株が著 しく多

いのに対 し,C群 では上述 の3種 酵素作用 のいずれ も強

い菌株が多 く,こ の際 にもA群 とC群 とば著 しい対 照を

示 しているoま た表に明 らか な如 く,耐 熱性 とカタラー

ゼ作用 との間に見 た と同 じ関係は,耐 熱性 とテルル酸加

里感受性 との間 にも認 め られるが,耐 熱性 とコー ド形成

との間にはこれ と相反的関係が成立 している。 さらに抗

煮沸性,菌 の型態,Kirchner培 地 にお ける発育状況 で

は,各 群 において著 しい差異 はな く,耐 熱性 との関係は

認められないが,C群 では,岡 ・片倉 培地 において白色

系の菌株が著 しく多い。以上を総括す ると,各 種薬剤に

対する感受性,INAH醗 性上昇度,抗 煮沸 性,菌 の 型

態,お よびKirchner培 地 におけ る発育状態 の点では耐

熱性の如何にかかわ らず昏群 にお いて共通の性状 を示す

が,乳 酸お よび號珀酸脱水素酵素作用,カ タ ラ ー ゼ 作

用,テ ルル酸加里感受性,な らびに コー ド形 成につ いて

は,い ずれ も耐熱性の強い群 と弱 い群 との聞に相反す る

性状を認めた◎従来,抗 酸菌の耐熱性 による分類 として

は,前 記の如 くGordon9)10)が,菌 の耐熱性 を,殺 菌温

度と発育温度を測定す ることによつ て決定 し,こ れ と糖

分解能 との関係か ら分類を行 つている他Schlossberger

等32)「a幻ge,33)占 部の 等は,発 育温度域 による群別を

試みている。 しか し,前 項の色調の場 合 と同様,こ の際

にも,耐 熱性以外 の諸性状 との関連性を詳細 に検討 した

研究は極めてす くな く,本 実験 で得 られた成績 は,耐 熱

性を基 準として抗酸菌 を分類す る上に新 しい意義 を有す

るものと思 う◎ ボ

き)抗 煮沸性 による分類

最後 に全菌株 を抗煮沸性の強弱 によつてA(61～90秒

間で脱色 され るもの)B(41～60秒)C(40秒 以下)の

3群 に分け,こ れ と他の諸性状 との関係を観察す ると第

3表 の如 くであ る。

まず各種 薬剤 に対す る感受性であるが,醗 熱性 に よつ

て分類 した場合 と同様SMに 対 しては,いずれの群 にお

いて も中等度以上 の感受性 を有す る菌株 が 多 く,ま た

PASに 対す る感受性 は共 に著 しく低 く,これ と抗煮沸性

との問には特 に関連 はない。 これに対 しINAH感 受性

は,A群 では過半数 の菌株が 中等度ない し低群に属 して

いるが,B,C群 では高群の菌株が多 く,A群 とC群 は

相反的であ る。 しか しSMと 】〔NAHに 対す る耐性上

昇度においては,表 に示す如 く抗煮沸性の如 何にかかわ

らず,各 群 を通 じほ とんど同様な傾 向がみ られ る。次 に

魏珀酸脱水素酵素作 用は,A群 では中等度以上の強 さを

有す る菌株が多いに反 し,C群 では弱い菌株が多 く,A群

と著 しい差異 を示 しているが,抗 煮 沸性 と乳酸脱水素酵

素作用 との簡の関係は前者程著明でない。次 にカタラ_

ゼ作用は,A群 では大多数の菌株が 中等度以下 の強 さを

示すが,C群 では申等度以上の強 さを有する菌株が多 く,

この際においても諸種 の酵素作用 と抗煮沸性 の強弱 との

間に相反的性状が存 するよ うに思われるが,前 頚 の耐熱

性に よつ て分類 した場合程顕著ではない。又抗煮沸性 と

耐熱性,テルル酸加里感受性,コ ー ド形成お よび菌の型態,

諸種培地上における発育状態 の間には特 に密接な関係は

認 められ ない。抗酸菌の抗煮沸性 に関 しては,Kauf㎞a・

m鋤Preis35)戸 田36),広 木37),宍 戸38)等 によつて研

究 され ているが,こ れ らは主 として結 核菌 と非病原性抗

酸菌 との鑑別 とい う観点か ら論 じられている。 さらに占

部2)は,抗 煮沸性 と病原性,発 育状況,お よび集落 の性

状 との関 係を考察 しているが,抗 煮沸性 に よる非病原性

抗酸菌 の系統的分類は不可能 であ ると報告 している◎ し

か し私 の成績 によれ ば,抗 煮沸性の強弱 と 】〔NAH感 受性,

號珀酸脱水素酵素作用 および カタラーゼ作 用 と の 間 に

は,そ れ ぞれかな り密接な関係が認 められ るので,抗 煮

沸性は,前 記諸 家の云 う如 く,単 に非病原性抗酸菌 と結

核菌 との鑑別 に役立つばか りでな く,自 然界抗 酸菌 を分

類す る上 に,前述 の岡・片倉培地 にお けるコロニーの色調

お よび耐熱性 と共 に,重要な1性 状 であ ると考えられ る。

本論文 の要 旨は,第30回 目本結核病学会総会 およ

び第5回 結 核病学会北海 道地方会 においてそれぞれ発

表 した◎

稿 を終 るに当 り,恩 師金 光正次教授 の終始御懇篤 なる

御指導 に対 し,深 甚 な る謝意 を捧 げる◎
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